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 ①免疫組織染色による消化器癌と正常組織での ABCC11/MRP8 の発現解析 
対象：長崎大学病院で悪性腫瘍の診断で摘出手術を受けた患者の内、説明の上同意を
得た 87 症例（乳癌：14 例、肝臓癌：10 例、膵臓癌：5例、肺癌：19 例、甲状腺癌：
5例、食道癌：5例、胃癌：16 例、大腸癌：13 例）の手術摘出標本から採取した正常
組織と癌組織 
 また、市販の組織マイクロアレイ（正常組織：48 例、癌組織：48 例）も同様の手
技で免疫組織染色を行い、発現状況を調査した。 
方法：組織切片を抗 MRP8 抗体で免疫組織染色後、2名の検者がそれぞれ 4段階にスコ
アリングし、その平均値を染色スコアとして統計的解析を行い比較した。 
 
 ②胃粘膜内での ABCC11/MRP8 の発現分布 
 対象：長崎大学病院で胃癌の診断で摘出手術を受けた患者の内、説明の上同意を得
た患者の手術摘出標本から採取した正常胃粘膜組織 




 ③ペプシノーゲン産生細胞株による ABCC11 遺伝子の抑制試験 
正常胃粘膜において、ABCC11/MRP8 がペプシノーゲン産生細胞である胃主細胞で強発
現していた結果を受け、ABCC11/MRP8 とペプシノーゲン産生との関連性を調査した。 
 方法：ペプシノーゲン産生細胞株である NCI-N87 細胞株の ABCC11 遺伝子を















考   察 








正常組織中の主細胞や in vivo での機能的解析については、今後も更なる検討を要す
ると思われた。 
